
青森市における大笠宮の立地動向

塚みのり

I はじめに

1 研究目的

わが国において、昭和30年弐後半から始まる高産経椅成長に伴い、産業開造の変革、生活様式の

変化などがみられ、問時に流通の近代化が著しく してきた。そのなかで、商業の変化は注目に

価ずべきものであろう。特に、近年日本の多くの都市においては、活住地の郊外イヒやモ…タリゼー

ションによる自家用車の普及・道路網の整舗などに伴う買物行動の拡散にぷり、小売商業機能の郊

外分散化が顕著にみられる。青森市もその例外ではなく、昭和50年嘆から、 ζのような現象が現れ

てきている。

そζで本研究では、大型産の分者は青森市においてどのような地域差を生じているのか、また、

大型患の郊外分散化が脊蒜市の人口分布などとどのように関連しているか、の2点、に注目し、大型

惑の業態の違いや規模の大小による空間的分布パタ}ンの相違を明らかにする乙とを目的

2 研究方法

研究対象としたのは、青謀部に立地ずる全ての大型産である(売場面積5COm2以上〉。業態は、

百貨底、ス}パ}、 D 1 Y~吉 (Do It Yourse げというアゾ。ローチの仕方により、

活素材後幅広く品揺えした府人寄合惑の5つに区分する。

研究対象期間は、大型結の急激な噌加がみられた昭和初年問月 1誌から、昭李063年12月末とする

く表 1)。期間を表1のようlこ分類したのは、人口と大型車の立地を比較する際、

した期開とー数させるためである。

表1. 大規模小売庖舗開脂時題一覧表

期 間 第 1種 第2種

~ S.30. 9. 30 2 3 

S.30. 1な1~ S.35. 9. 30 g 

S.35. 10. 1 -S.40. 9. 30 3 4 

S.40. 10. 1 ~ S.45. 9. 30 3 4 

S.4~ 1Q 1 ~ S.5Q ~ 30 ヰ 7 11 

S.50. 10. 1 ~ S. 55. 9. 30 2 11 13 

S.55. 10. 1 ~ S.60. 9. 30 2 8 10 

S. 6 O. 1 O. 1 ~ S. 63末 2 5 8 

計 13 ヰ1 54 
'-

(昭和63 青森市高工水綾部の概要青森商工会議所謁査資料よりff寂〉
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大型店の分布パターンを考察するために、業態、及び、第 1・2種大型1古について、その分布と

新設庖舗の売場面積を調査し、また、人口のメッシュマップを作成し、人口と大型応分布との関連

について調査していく。

3 法律と大型応

現在、大規農小売店舗法(以下「大応法jと略す。)により、大型庖は様々な規制を受けている。

乙の大応法は、大型応周辺の中小小売業の事業活動の機会を適正に確保し、小売業の正常な発達を

図ることを目的としている。乙れはまず、昭和31年に成立し、その後大型応の出応をめぐる紛争が

激化するに伴い、昭和48年、日年と改正され、規制が徐々に厳しくなってきた。

乙の論文の研究対象期間は、これら三法にまたがっているζ とを念頭において、大型応の立地動

向について考察していく。

E 青森市の小売商圏

青森市は東北・奥羽本線、津軽線の終記長及び、国道4・7・280号線の結節点、にある。そのた

め、小売商圏は鉄道や道路沿いに延びており、特に東津軽郡6町村からの吸収力が安定して強いと

いう状態を維持している。

しかし、昭和54年の青森市の商圏市町村(買物吸収率5必以上で設定)は 1市8町10村、昭和

57年は 1市10町 7村、昭和60年では 1市7町7村で、 6年間で4町村の減少がみられる。小売商圏

から抜けた市町村は、上北地方の市町村が主であり、乙れは、みちのく有料道路の開通(昭和55年)

などによる商業環境の変化に起因すると考えられる。

E 大型庖の立地動向

1 大型庖立地の現状

第 1種には、主に百貨店、専門応及びDIY庖の業態がある。そのうち、百貨応と専門応は JR

青森駅の東に位置する中心商店街に集中しており、求心的分布パターンを、 D1 YI古は主要道路沿

いへと分蜘句分布パタ」ンを示している。

第 2 種は、主に専門応、ス」ノ{Ç~及びDIY庖の業態がある。そのうち、専門庖は中心商1古街や

郊外の主要道路沿いに広く分布している。また、スーパ」とDIY庖は分散的分布パタ」ンを示し

ているが、ス」パーは市内全域に広く分布しており、 D1 YI古は郊外の主要道路沿いに分布してい

るという違いがみられる。

2 人口の変化

まず、青森市の人口増減をみていく。

青森市の人口は、昭和45年から55年で、は著しい増加がみられるが、昭和55年から60年では停滞し
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ており、それ以降では徐々iこ減少してきている。

次iニ、吾蒜市の人口分布の変化器ミク口な面からみていく(第 1国)。

昭和45年と50年とを比較すると、石江字富田、回滝、誤倍、小柳、幸嬬団地地誌に著しい増加が

みられる。逆に、古川、長島、新町、安方、本町、堤町、茶軍町といった都心部とその縁辺に人口

減少が目立っている。

昭和50年とお年とを比較すると、酉滝、浜田、筒井、佃、大野、

みられ、都心部とその縁辺では、人口減少がますます進行した。

矢間部地院に人口噌加が

-

園

田

17，600 入/Km 自
一
中
山 800 ~ 5，000 

5，000 ~ 9，200 

13， 400 ~ 17，600 

9，200 ~ 13，400 

第 1国…1.膏森市の人口密度 昭和45年

〔青諜市の統計('973.1978. 1984.1988.)より作成〕
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第 1図-2. 青森市の人口密度 昭和50年
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第1図-3. 青森市の人口密度 昭和55年
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o 1 b'明
Lーんーし…んJ

第1図…4. 膏森市の人口密度 昭和60年

昭和55年と60年では、桜)1[、民間較橋、小椀、関盤町、戸山地誌に人口糧揺がみられ、都む部、

特に古川地区やその周辺地区で、の人口減少が増々進行した。

以上より、昭和初年から60年までを通してみると、人口密度の商い地区は少なくな号、人口が、

甫西、高東、 と拡散していることが言える。また、都心部とその毘辺では、徐々に人口減少

が進行し、人口の怨澗化現象がみられる。

3大型底ぉ立地動向

ヰ期間に分類して考察していく(第2関・第3国)

1 ) 

A期間では、 と専門屈が中心喬!吉衛;こ集中しており、ス伽雌

いる地盤や人口襟度の高い地区の縁辺部;こ分毒している。

B期間では、

る。また、ス伽叩

C期間では、

パスの完成によ号、 いに専門!吉やDIY症が分布してい

金訳、鶴井、 f岳地区に分布している。

団地の完成により、寄合躍が芦山地区ι立地したほか、人口語部とは誌とんど

関連のない郊外の主要道路、特に、パイパス沿いに、 D 1 YJ吾、ス}ノξ}が分手ちしている。

ζれにより、 ζの期間は消費者の購買行動の拡散が著しく進んだ時期であるといえよう。
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D.(S.60. 10. 1-S.63末)

第2図.第1種大型患の新設j詣舗の売場iii積
昭和63年度脊森市高工水産部の概要・青森高工会議所調査資料より作成

A (5.45. 10. 1-5.50. 9. 30¥ 
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第3図.第2機大型庖の新設腐舗の完場酷穣

昭和63年度青森市商工水鹿部の概要・青森商工会議高調査資斜より作或
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D期間では、スーパ山、専門!吾、 D1 YJ古が郊外の主主語道路沿いに分布している。…方この期間

は、訳の丹開発事浜法ひ、人口の空洞化地区の碍充填がみちれる。

2)規模によ

第 1韓誌、昭和50年以鵠に中心商庖街へ薬中しており、求心的分布パタ}ンを示している。

2種は、昭和50年以降郊外へ著しく分散している。特に、日期障は、南西、南方へと人口増加

している地区へ、 C期間には、

ているο

表2. 歩行者通行嚢データ

50 53 

町大型!古の郊外化の影響

ここでは、大型賠の郊外分散化が、どのよ

していったのか

ノ
¥て'レ察

う

考

タに変化がみられた

と調査地点、をみていく〈表2)。 ζれに

よると、成田本席、工藤万年堂、ク νオパト

ラ共lこ、昭和50年から53年の簡に誠少がみら

れる。この原悶として、昭和52年に古詩地調

パスへと分脅しており、分散的分者パゴダ}ンを示し
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表3. 買物吸収率の差

~ 57 ~ 60 60 ~ 63 

買回品 -4 . 4 % -4 ，5% 

中心商庖街区 中間品 -4 . 6 % -4 ， 4 % 

最寄品 -5 . 2 % 一3， 8 % 
買回品 + 2 . 6 % + 1 . 7 % 

サンロード青森 中間品 + 2 . 3 % + 1 . 4 % 
最寄品 + 0 . 2 % -1 . 9 % 

〔青森商工会議所調査資料より作成〉

次に、各地区の購買平均吸収率をみていく(表3)。これによると、中心商f古街区の平均吸収率

が低下傾向にあり、サンロード青森の平均吸収率が増加している。また、サンロード青森について

は、昭和57年から60年の間の吸収率の差より、昭和60年から63年の聞の差が減少しており、他の郊

外の大型!苫の立地及び、駅前の再開発事業の影響といえよう。

V まとめ

青森市において、大型!苫の業態や規模の違いによる空間的分布パターンの相違を明らかにしてき

たが、これをまとめると次のようになる。

青森市での大型!苫の増加は、都心部よりも郊外で著しく、第 1種より第 2種のよ首加が主である。

また業態は、百貨庖よりもスーパー、専門!吉、 DIY庖の増加が著しい。

大型f古の空間的分布パターンは、業態の違いによって異なり、百貨自は求心的分布パターン、ス

ーノ~~、専門底、 D 1 Y!古は分散的分布パターンを示している。そして、スーパーは人口に、専門

店、 DIY庖は道路に強い関連がみられる。また、規模の大小によっても呆なり、第 1種は求心的

分布パターン、第2種は分散的分布パターンを示している。

最後に、本稿を作成するにあたり御指導下さった、水野先生、後蕗先生に厚く御礼申し上げます。
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